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緒 言

各種伝染病 の研 究に当 り其の病原体を分離

累代す ることは極めて重要 なることは言 を俟

たないが, Virus又 はRickettsiaの 如 く簡

単に生体外で増殖 させ ることの出来ない もの

では,感 受性の高 い動物 を選択 し,分 離 の目

的を達す ると共に,累 代固定 を行い,長 期間

に亙 り病毒を保存す ることが望 まれ る訳であ

る.既 にR. tsutsugamushi(以 下R. tと 略

記す)の 研究に於て も各種の実験動物が使用

され,其 の接種方法 も各種各様に検討 された.

即ちR. tの 猿皮内接種1)家 兎 接 種(皮 内2)

睾丸内3)前 眼房4)腹 腔内5)肺 内6))海 〓,ラ

ッテ腹腔内接種7)等 が行われたが,緒 方等8)

に よ りて提唱 された マウス腹腔内接種法は,

爾後多 くの研究者に よ りて追試承認 を受け,

今 日に於て もその優秀性は高 く評価 されてい

る現況であ る.

他 方Cox (1938)9)に よ りてRickettsiaが

孵 化 鶏卵 卵 黄嚢 内 に,よ く増 殖 す る事実 を 報

告 し て 以 来, R. tに 就 て も 同 様 な 事 が, 

Clancy and Cox (1946)10) Bengtson (1946)11)

Topping (1946)12) Smadel et al. (1946)13)

羽里,桑 田等(1944)14)等 に よつ て確 認 され

てい る.然 れ ど も孵化 鶏 卵 卵 黄嚢 内接 種 で 累

代す るに 当つ て, R. tは 馴 化 が 固 難で あ り,

馴 化 され た もの に於 て も其 の定 着 性が 異 り,

且 増 殖 度 もR. prowazeki或 い はR. mooseri

の如 く一様でな く,高 度な増殖性を発揮 しな

い点 が あ る.此 の 事 実 は 既 にLewthwaite 

(1946)17),桑 田(1953)18)等 に よつ て も報 告

され て い る.

著 者 は香川 県 下 の 馬宿病 の研 究 に当 り,同

僚 丸 岡17)及 び軒 原18)が 新 し く分離 した 人 系

2株 鼠 系2株 を 用 い て,既 知R. t群 の病 毒

を対照 とし,マ ウス及び孵化鶏卵に対す る感

受性を,前 者に於 ては種 々の感染方法に よ り

感染経過を定量的な考慮の もとに追 究 し,後

者に於ては増殖性及び馴 化について比較検討

したのでその成績を報告す る.

Ⅰ　実験材料及び方法

Rickettsia:実 験に使用 したR. tは 香川県

下に発生 した馬宿病及び類似の不明発疹性疾

患の患者 より軒原が分離 した三谷,谷 沢の両

系 と別に馬宿病 発生地域よ り捕獲 した野鼠 よ

り丸 岡が分離 した野 鼠系 Ⅳ,〓 株で,比

較対照に用いた既知のR. tは 新 潟 系大関株,

伊豆七 島系大沢株,ニ ュー ギニヤ系Karp株

で,総 てマウス腹腔内接種 に よ り保存 されて

い るものである.

マ ウスの感染方法:マ ウスの感染は腹腔内,

脳 内,経 鼻感染を行つた.腹 腔内0.5ml,脳

内0.02mlを 接種 し,経 鼻感染はエーテルに

よ り軽 く麻酔を施 し0.2～0.3mlを 経 鼻吸引

せ しめた.而 して腹腔内接種 に於ては脾肝-

脾 肝の伝達,脳 内接種では脳-脳 の伝達を行

い,更 に経鼻感染では肺-肺 の夫 々の伝達系

によつて実験 した.
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感 染 価 の 測定:病 毒接 種 後 一定 時 日を経 た

マ ウ ス 及び孵 化 鶏 卵 夫 々の臓 器 及 び卵 黄 嚢 を

採 取 し秤 量 の上, Homogenizerで 細 挫,滅

菌 緩 衝 液(PH 7.4)を もつ て, 10倍 乳 剤 を

調 製 し2,000r, p. m. 20Min.遠 心 し た 上清

を 採 取 し,之 を 感 染価 測定 の 材 料 とした.滅

菌緩 衝液 で 階 段 的 に10倍 稀 釈 を行 つ た 後,各

稀 釈 の0.25mlを マ ウ スの腹 腔 に接 種 した.

接種 マ ウス は一 群5匹 宛 を 用 い,大 体12～14g

の もの を使 用 し,接 種 後 は21日 間観 察 した 結

果,死 亡 した もの は剖 検 して,塗 抹 標 本 に よ

りR. tの 検 出 を 試 み, Behrensの 法 に従 い, 

50%致 死 量(LD50)を 求 め た .

卵黄嚢内接種: R. t罹 患 マ ウ ス の脾肝

10倍 乳 剤を作 り38℃ 6～7日 間 孵化 させた

鶏 卵 の 卵 黄 嚢 内 接 種 を 行 つ た.接 種 後は

35℃ の孵卵器内に牧め, 8～10日 間培養 を

続行 した 後,之 等 の 卵 の卵 黄嚢を採集 し,

Homogenizerを 使 用 して均等 な乳 剤を調 製 し

同様に次代に接種 した. 2代 以後の接種に於

ては,生 存せ る卵のみ よ り累代を重ねた.其

の間累代毎に塗 抹 標 本 を作 り, Giemsa染 色

を行 い検鏡 し, R. tの 存在を確 め,疑 は しき

ものは更にマウスに復原試験 を行つた.

Ⅱ　実 験 成 績

1. マ ウスに於け る感染実験成績

マ ウスに対す る感染は,腹 腔内,脳 内,経

鼻等 の方法に拠つた.感 染方法を異に して も,

香川 系病毒は,既 知の病毒 と比較 して,同 様

に感染が成立 し,累 代 も亦可能であ るかを知

り,此 等 の伝達系に よる病 毒の性状 を比較吟

味す る必要か ら行つた.

1) 腹腔内接種:腹 腔内に病毒を接種 され

たマウスは香川系病毒は,殆 ど既知病毒群 と

等 しい経過を辿つ て発症斃死 した(第1表).

接種 よ り発症発死 に到 る期間は大略6～14日

を要 し,其 の間に於 てマウスは被毛逆立,腹

囲膨大等 の症状を呈 し,遂 に死の経過を辿つ

た.是 等 の死 マウスを開腹す るに脾肥大,腹

膜 炎,粘 稠な る腹腔液の潴溜が認 められた.

腹膜及 び腹腔液 よ り塗抹標本を作製 し,主 に

Giemsa染 色に よ り詳 し く観 察 した. R. tは

腹腔内被細胞又は組織球の原形質内に位置 し,

核に接 し多数が存在す る.個 々の細胞内に存

在す るものは,或 いは原形質内に充満す るあ

り,崩 解直前の細胞原形質か ら溢出す る如 き

像を呈す るあ り,時 に細胞外に まで溢 出す る

に至つたR. t迄 認 め られた.細 胞原 形質は

空 胞変性に陥つた もの,若 くは網状 を呈す る

迄に至つた ものが 見 られ,核 はR. tの 侵入

に より圧迫 され 概 ね 偏 在 す る. R. tの 形態

は所謂多岐性を示 し,小 球状,双 球状又は両

端 の極めて良 く濃染す る等多様であ るが,そ

の大 きさは0.3～0.4μ の程 度 の ものが多数

を占めている.此 等 の形態学的所見に於ては

既知の恙 虫病 毒群 と対比 して,極 めて類似 し

てを り, Strainに よ る差 は 認 め られなかつ

た.

第1表　 R. t.腹 腔 内 接 種 試 験

次 に此等 の病原性を知 るため,夫 々のR. t

に就 て感染価を測定 した(第2表)こ の実験

は夫 々のStrainを 用いて, 3回 宛 同様な方

法で行い, LD50は 平均値 を求めた. Karp株

は最 も病源性が強 く,他 の香川系及び既知 の

R. tと の差 は尠 く略 々平均 した病原性を現 し

てい る.而 し既知病 毒であ る大関株 と大沢株
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とは多少 よ り毒性が強 い と考えられ る.

第2表　 R. t.の 感 染 価 測 定(腹 腔 内 接 種)

次に腹腔内接種により香川野鼠系Ⅳ株によ

り感 染経 過 を追 究 した.(第3表)先 づ100匹

の マ ウス に10-4 0.25ml宛 腹 腔 内 に 接種 し

て 置 き,日 を 追 つ て3匹 宛 を 屠 殺,肝 脾 を

poolし 肝脾 乳 剤 を調 製 し,逐 次Titrationを

行 い, R. tの 感 染経 過 を 見た.即 ち Ⅳ株 に於

ては,接 種 後 日と共 に感 染 増 殖 の度は 進 行 し,

通常5日 以後 に 於 て はLD50 10-4.0に 近 く,

更 に14日 に して最 高 のLD50 10-6.3を 示す に

至 るが,そ の後徐 々にLD50値 は低 下 す る様

で あ る.之 の傾 向 は患 者 系谷 沢 株 に於 て も大

差 ない事 を 示 して い るが,感 染後32日 経 過 し

て もあ ま りLD50値 の低下 が 見 られ な かつ た

(第4表).之 と平行 して脳 内 に 於 け るLD50

値 を見 るに, 3日LD50 10-2.7 5日LD50 10-3.9 

7日LD50 10-4.7と 逐 次 上 昇 の線 を描 き12日

LD50 10-5.1を 示 し,腹 腔 内 に 接 種 し た 場合

と略々同様な関係が見られた(第4表)

第3表　 R. t.腹 腔 内 接 種 に 於 け る 感 染 経 過

註.　 香 川 野 鼠 系 Ⅳ 株, 10-4 ip. 0.25ml, LD50 10-5.9

2) 脳内接種 ・脳内接種に使用す るR. tは

予め脳-脳 伝達を試み,馴 化 した と見 られ る

第5代 累代の終つた ものを使 用 した.接 種直

後に於て軽度の立毛,挙 動不安等 の状態 を示

すが,次 第に快復 し爾後異常な く14～17日 を

経過す るに従 い,再 び被毛逆立元気喪失蹲踞

佇立,腹 囲膨大等 の発症症状を惹起す るに至

り, 20日 前後にて死亡す る例が多い.腹 腔内

接種に比較 して,発 症斃死 迄に 日数を要す る

様であ る.接 種部位 の脳片を採取 し,押 捺標

本に よるR. tの 検 出は 数 例 を除 き困難であ

つた.が 同 一 マ ウ ス に 於け る腹腔内 よ りの

R.t検 出は極めて容易であ り,腹 腔内接種 と
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較べ遜色な き迄に,脾 肥大,腹 膜炎,腹 腔滲

出液 の 潴 溜 を認 めた.感 染価 の測定は脳を

poolし て同様 なる方法で3回 実施 し,其 の平

均値 を得た.腹 内 系及び脳内系のR. tの 示

すLD50値 は略 々近 い値 を示 している(第5

表).

第4表　 R. t.腹 腔 内 接 種 に 於 け る感 染 経 過

註.　 香 川 患 者 系 谷 沢 株, 10-4 ip. 0.25ml, LD50 10-5.7

第5表　 R. t.の 感 染 価 測 定(脳 内 接 種)

次 に 脳 内 接 種 に 於 け る感 染 経 過を香川

〓 株,三 谷株で追究 した(第6,第7表).

之等の成績では,略 々接種後7日 に して腹腔

内接種の場合 と相接 したLD50値 を占め,発

症斃死迄に相 当の時 日を経 て次第に上昇線 を

描 き, 3～4週 間前後において死亡率は最 も

高 く,次 第 に緩 い 下 降 線 を描 いてゆ く様に

見 られ る.此 の 際 同 様 に 肝 脾 乳 剤 に よる

Titrationを 行 い,同 一 マ ウ ス に よ る比 較 を

試 み るに, 3日LD50 10-2.9 5日LD50 10-3.5 

7日LD50 10-3.9 12日LD50 10-4.7と な り,

脳 内 で も,肝 脾 内 に 於 て もR. tの 増 殖 に は

差 を 認 め な い.此 の 事 実 は 接 種 部 位 よ り侵 入

したR. tが,接 種 部 位 に滞溜す るこ とな く,

感受性臓器に定 着 す ると共に, 「R. t血 症」

を惹起 し,全 身臓器に波及侵入 し増殖 してゆ

くことを強 く示唆 してい るもの と思われ る.

3) 経鼻感染 経鼻感染は数回野鼠 系Ⅳ株

に よつ て実施 したが,常 に不変の成績を得 る

ことが困難であつた.即 ち第1回 感染では3

世代,第2回 感染では2世 代,第3回 は3世

代で中絶 した.更 に同様な経気道肺感染を患

者 系谷沢株で行つた結果,漸 く第6世 代迄の

累代を得た に 過 ぎなかつた(第8表).こ の

場合第1世 代に於 て5匹 のマウスに接種 した

中の2匹 は12日,他 の1匹 は24日 に発症斃死
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した.剖 検す るに著明な肺 の出血斑を密 発し

外観はあたか も凝固血液 にて被われた観ある

もの,又 は. Consolidation様 の肺 出血を呈す

るものを認めた.之 等 の割面 より押捺標本を

作 り,主 にGiemsa染 色 を行つ て観察す るに,

細胞内外 に多数 のR. tの 存 在 を証明 し得た.

斯 る肺 の乳剤を調製 し累代 を重ねたが,接 種

マウスに一様 に発症せ しめ ることは困難であ

り,且 肺病変 も累代 によ りて増悪す る傾向は

認め られなかつた.尚 此 の 累代 に 当 り夫 々

1, 3, 5代 にマウスの腹腔に復原試験を行つ

た結果総 てマウスは発症致死す るに至 り,全

例 にR. tを 証明 し得た.爾 後 累 代は漸 く第

6世 代に及んだが,全 般 に亙 り発症率は低 く,

実験を続行 し得なかつた.以 上の所見か ら考

えてR. tの 経 鼻感染は 成 立 し,而 も累代 は

可能であ るが,発 症死亡率は低 く,累 代は相

当困難 であ ることが予想せ られた.尚 感染価

の測定は 発 症 時 期 が一様でな く, poolす る

ことが不可能であ り,し か も感染価の測定に

動 揺 あ るを顧慮 し実 施 しなかつた.発 症死

亡 したマウスの肝 脾 乳 剤よ りのR. tの 検出

第6表　 R. t.脳 内 接 種 に 於 け る感 染 経 過

註.　 香 川 野 鼠 〓 株, 10-4 ic. 0.02ml, LD50 10-5.3

第7表　 R. t.脳 内 接 種 に 於 け る 感 染 経 過

註.　 香 川 患 者 系 三 谷 株, 10-4 ic. 0.02ml, LD50 10-6.1
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及 び腹腔液のR. tの 証 明 は 極めて容易であ

つた.而 し乍 ら肺感染は成立す ることは証明

せ られ,接 種部位を異にして も速かに感受性

臓器(肝,脾 等)に 定 着増殖す るに至 るもの

であ ることを明示している.

第8表　 経 鼻 感 染 に よ る 累 代

註.　●発症発死,〓 発症,○ 無症状に経過,◎ 雑菌混入

2. 孵化鶏卵に於け る感染及び感染経過

前 述の卵黄 嚢 内 接種を試み,香 川R. tの

馴 化及び定着性を各 累代毎 に確め,併 せて既

知R. tに 就 て も其の増 殖 性 を検討 した.

香 川R. tに 於 て は,鼠 系Ⅳ,〓 株,患

者系谷沢株は共に孵化鶏卵第2代 に於て,卵

黄 嚢 の 塗 抹 標 本 よ りR. tは 検 出され, 3

～6代 と 累代を 継 続 す るに従い,各 視野 に

R. tの 増殖を認 め るに至つた.反 之 して患者

系三谷株は僅かに第3代 に於け る累代に よ り

初めてR. tを 証 明 し得たが,爾 後の累代で

は証明は困難 とな り,第7代 に於 て漸 く各視

野に証明す るに至つた.之 等 の増殖性を他 の

R. prowazekii等 と比 較 す るに,そ の増殖度

は極めて不良であ り,定 着性及び馴化性に於

ては甚 だ特 異 的 であ る.既 知R. tは 既 に数

回に亙 り累代を実施 した事があ り,比 較的容

易に検 出され る場合が多かつたが,香 川R. t

は分 離後 マウスによ り累代 され,孵 化鶏卵卵

黄嚢に馴化 され ていなかつたためか, R. tの

検出 も容易でない場合が尠 くなかつた.

而 して各Strain別 に 累 代を継続す ること,

40～50代 に及 んだが,其 の間 の累代に於 て塗

抹 標本による検出の不能な る場合あ り,卵 黄

嚢累代数代で容 易にR. tの 証明に成功 した例

で も,累 代を持続す ることに よ り殆 どR. tの

証明は困難 となつた ものあ り,之 等の場合は

マウスの復原試験で漸 く累代を確認 した事例

もあつた.斯 る点か らR. tの 卵 黄 嚢 内に於

け る増殖性はStrainに よ りて著 明 な差異が

あ り,而 も定着性 に於ては極めて不安定であ

ることを知 り得た. R. tの 検 出が不能な る事

実に就ては疑問視 し,或 は発疹チフス等に見

られ る変異型の出現を予想 し,又 は観察 の不

備等を も考慮 し,数 回に亙 り塗抹 標本に よる

詳細な る検索を続行 したが,遂 に徒労 に終 り

R. tの 高 度の増殖は遂に確認 されなかつた.

之等 の実験は数 回継続 して行つたが,略 々同

様な所見を得たので,爾 後 の実験では,塗 抹

標本に よるR. tの 検 出をその増 殖 度 を知 る

尺度 とし,塗 抹 標 本 によ りR. tの 存在を証

明 し難 いものは実験を 中止 した.

次に 香 川,鼠 系 Ⅳ,〓 株,患 者系谷沢
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三谷株の夫々に就て,感 染価を測定 した.特

に Ⅳ,〓,谷 沢 株 は,各 累代に 於 て共に

R. tの 検 出は可能であ り,且 累代 も容易に行

い得た ので,第26代 累代の中等度に増殖を示

した比較的安定性のある卵 黄嚢のみを採集 し, 

poolし て 乳 剤 を調 製 し,測 定材料 とした.

其 の結 果 以 上 のStrainのLO50値 は 殆 ど マ

ウス の感 染価 と等 しい値 を 示 し, LD50 10-5.5

～5.7で あ り.既 知R. tの 内Karp株 の

LD50 10-6.5と 数 値 に 於 て マ ウスに 於け る も

の よ り多 少 の遜 色 を 有 す る事 を知 るの で あ る

(第9表).

第9表　 R. t.の 感 染 価 測 定(孵 化卵26代 累代)

反之 して三谷株に 於 て は前述のStrainと

比較して馴化性は極めて不良であ り,第3代

に於 て僅少のR. tを 塗抹標 本に よ り証明 し

得たに過ぎず, LD50 10～1.3と 甚 だ低い数値

を示 し,其 の後のR. tの 検 出は 殆 ど不能で

あ り,啻 マウス復原試験に於 てのみ累代の持

続を知 ると云 う状態で あつたが,漸 く第7代

累代に於てR. tを 各視 野 に 少数宛認め られ

るに至つたが, LD50 10-2.3と 数 値 は 低 く,

第10代 に於け るものはやや上昇の数値を見せ

たが,第12代 に 於 てまた下降 し, R. tの 塗

抹標本による証明 も不良 とな り,遂 に実験は

中止 した(第10表).

以上 の 実 験 に よ り,鼠 系 Ⅳ,〓,患 者

系谷沢株 と,患 者系三谷株では,卵 黄嚢内増

殖性が比較的良好な るもの と,不 良な るもの

とに区分 され るが,前 者 に 於け るR. tの 証

明可能な るものはLD50値 は高 く,平 均 した

数値を辿 るに反 し,後 者に於け る如 きR. tの

検出不良な る も のにあ りては, LD50値 は低

く,従 つて数値 は不安定 である事が認め られ

た.

第10表　 R. t.の 感 染 価 測 定

第11表　 Ⅳ.谷 沢 株 のR. t.検 出 とLD50

尚之 等 の実 験 に於 け る稀 釈 液 は,先 に 滅 菌

食 塩水(pH 7.6)を 使 用 し てい たが,後 に

はClarke a. Fox (1948)の 所 見に 做 い,脱

脂 乳 加緩 衝 液(pH 7.2)を 使 用 し た.結 果

的 に は 後者 の 方 に効 果 を認 め た.
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総 括 及び 考察

以上著者は新 し く分離 され た香川鼠,患 者

系R. tを 用いてマウス及 び 孵 化鶏卵に対す

る感 受性 に就て検討 した.マ ウスに就 ては夫

々の腹 内系,脳 内系,肺 内系 と伝達系を作 り,

其の感染及び感染経過,累 代の可能性等 に関

し,既 知R. tと 比 較吟 味 した.孵 化鶏卵に

対 しては,増 殖性及び累代の経過等に就 て詳

細に観察 す るのを 目的 とした.

以下其の実験成績を総括し考案すれば次の

通 りである.

マウスに対 してR. tが 強 い感 受 性 を有す

る点を利用 し,常 にR. tの 分 離 固定 に賞用

されて来た.著 者 は 香川由来のR. tを 用い

て,腹 内,脳 内,肺 内等の感染方法を とり,

感染 及び感染経過に就 て観察 した.即 ちR. t

の各Strainの 伝達 系 を作 り,夫 々の感染を

行つたが,既 知R. tと 全 く同様 に,其 の感

受性は鋭敏であ る事を認 めた.就 中腹 腔内接

種が,殊 に夏期に於てマウスの死亡の際に於

け る汚染を防禦す るならば,最 も簡単 に して

理想的 な方法であ る事を認め得た.而 も容易

にR. tを 塗 抹 標 本 によ りて証明 し得 られ,

且,短 期間の潜伏期を経 て発症 斃死す る事実

は, R. tの 分離固定には好適 の もの と思われ

た.反 之 して脳内接種法は発症 までに時 日を

要す点,接 種部位 よ りのR. tの 証 明 困 難等

の遜色を有す るが,雑 菌の混入を防止 し得 る

利点,病 毒の保存等にはあ る程度の価値を認

め られ るこ とは否定出来ない.経 鼻感 染は平

行 した 発症を見な い点に不利があ り,雑 菌の

混入 の公算は大であ る.

斯 る点か ら感受性の強 いマウスに於て も,

接種経 路に よ り,容 易に感染発症が成立せぬ

場合が あ り,而 も累代が可能でない事 もあ り

得 ることを知 り得 るのであ る.

次に此等 の実験に於て,接 種部位以外の臓

器に於て早期にR. tの 検 出 が 成功す ること

であ る.此 の事 実 は接 種 されたR. tが 同部

位 に滞溜せず,速 かに感受性臓器 に侵入増殖

す るに至 る所謂 「R. t血 症」を意味す るもの

である.此 の点を利用 し,腹 腔内接種に よ り

発症斃死 した場合に,脳 乳剤に よる腹腔内接

種に よ り発症せ しめ得 られ,脳 内接種に よ り

発症斃死 した場合,腹 腔臓器(肝,脾)に よ

りても累代が成立す る訳であ る.

尚之等の感染方法によ り罹患 した マウスに

於け る感染経過を辿 るに,鼠 系に しても,患

者系に しても,大 体1～32日 間の観察 に於 て

は, LD50値 は接種 後5日 頃 よ り次第 に上昇

の傾向を辿 り, 12～14日 を頂点 とし,徐 々に

下降す る.之 の傾向は脳 内 接 種の際はLD50

値は多少遅延 して頂 点を現わ し,暫 く之 の数

値 を保持 し,次 第に下降す る.而 し乍 らこの

数値 は体内のR. tの 消 滅 を 意味す るもので

な く,続 く第二次 「R. t血 症」を惹起す るこ

とが予期 され るので,爾 後 の消長は 当然検討

されなければならぬ と思われ る.

又感染価の測定の結果か ら見れ ば,脳 内接

種に して も,腹 腔内接種に於て も,左 程 の差

異を示 していない.之 の事実は接種材料即ち

マウスの発症 斃死時の適度に増殖 した時期 の

感染臓器をpoolし た結果だ と判 定 され る.

然 し乍ら之の場合に も例 外があ り,殊にKarp

株の如 きは,腹 腔内接種がやや高い数値を得

てい ることは注 目され る.

更に孵化鶏卵に対す る感染及び感染経過を

観察すれば,其 の感受性に於 て,マ ウス と異

つた特 異性が認め られ る.即 ち孵化 鶏卵卵黄

嚢内に接種 されたR. tは 容 易 に馴化 しない

ものであ り,馴 化 された ものに於 て も,其 の

定 着性は異 り,且 増殖度 も他 のRickettsiaの

如 く一様でな く,高 度なる増殖性を発揮 しな

い点 で あ る.之 の事 実 は 既にLewthwaite 

(1946),桑 田(1953)等 に よつて も報告され

ているが,著 者の 実 験 によつて も香 川 由来

のR. tで あ り乍 ら,鼠 系 Ⅳ,〓,患 者 系

谷沢株が比較的良好な る増殖を営む ものであ

り,且 累代 も可能であ るに拘 らず,患 者系三

谷株に於 ては,常 に増殖は不良であ り,定 着

性は不同であ る.我 国 に於け るR. tの 性状

は多岐性であ ることは,既 に抗原性の上に於

て,北 岡等(1953)19)に よ り指摘 された事実
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であるが,孵 化鶏卵に対す る感受性の点に も

差異を示す ことは極めて興味 あ る問題 と思わ

れ る.加 之卵黄嚢の塗 抹 標 本に よるR. tの

証明 も, Strainに より一様ではない.著 者の

場合に於 てもR. tの 証 明 は 困難な場合に屡

々遭遇 した.而 も同一 のStrainで あ り乍 ら,

累代毎に減少す る例があ り,若 くは困難 なる

場合が尠 くなかつた.而 し乍ら, Strainに よ

つては良 く証明 され る例が あつた.著 者の実

験では,塗 抹 標 本 によるR. tの 証明に よ り,

あ る程度感染 の標識 ともな り,増 殖性を知 る

尺度 ともな り得た様 に思われた.

結 論

著者は香川 由来のR. tに 対 す るマウス及

び孵化鶏卵の感受性に就 て実験を行い,次 の

結論を得た.

1. 香 川 由 来 のR. tも 他 の既 知R. tと

比較 し,マ ウスに対す る感受性は鋭敏である

が,接 種方法によつては,感 染発症 の認めら

れぬ場合 も尠 くない.腹 腔内接種 と脳内接種

は共に一様な安定性のある感染経過を辿 り,

好適 なる感染方法であるが,そ れぞれ一長一

短があ る.実 験の 目的に よ り適宜接種法を変

更すれば効果的であ る.

2. マ ウス にR. tを 接 種 す る こ とに よ り

て惹 起 す る感 染 発症 の経 過を30日 前 後に亙 り

観 察 した結 果 では,其 のLID50値 は5日 頃 よ

り上 昇 線 を描 き初 め,大 略12～14日 に て頂 点

を示 し,漸 次 に 下 降す る傾 向 が あ るが,惹 起

す る 「R. t血 症 」が 予 期 され るので, R. tの

生体 内 よ りの消滅 は 考 へ られ な い.

3. 孵化鶏卵に対す る感受性は甚だ特異的

であ る.夫 々のStrainに よ り定着及び馴化

性は異 り,同 地 帯 よ り分離 したR. tで も増

殖性 は異 るものである.

4. 孵化鶏卵卵黄嚢の塗抹標本に証明せ ら

れ るR. tの 多 寡は, LD50値 に 至 大の関連

性を もつている.即 ち 塗 抹 標本にR. tを 証

明す る程度が 大 な れば大な る程, LD50値 も

高 いこ とを実験的に証明 し得た.

終りに臨み,御 指導と御校閲を賜つた村上栄敎授

に心から感謝の意を捧げます.

文 献

1) 長 与,宮 川等:日 本病 理誌,第13巻, 148～152, 

1923.

2) 石 原 等:日 本病 理誌,第15巻, 512～514, 1926.

3) 石 原 等:日 本病 理 誌,第20巻, 554～555, 1930.

4) 長 与,田 宮 等:実 験医 学雑誌,第14巻, 479～

486. 1930.

5) 長 与,佐 藤 等 日本病理 学会会 誌,第21巻, 

411～425, 1931.

6) 西 部 等:日 本病 理 学会会 誌,第21巻, 441～447, 

1931.

7) 川 村 等:日 本病 理 学会会 誌,第21巻, 455～461, 

1931.

7) 緒 方 等:日 本病 理学 会会 誌,第21巻, 452～455, 

1931.

8) 緒 方 等:東 京医事 新誌, 2790～91号, 1839～

1845, 1932.

8) 緒 方 等:東 京医事新 誌, 2807号, 2907～2910, 

1932.

9) Cox: Pub. Health, 1, iiii, 1938.

10) Clancy and Cox: J. Bact, 51, 629, 1946.

11) Bengtson Pub. Health. Rep. 61, 895～900, 

1946.

12) Topping Pub. Health. Rep. 61, 778～781, 

1946.

13) Smadel et al.:Proc. Soc. Exp. Biol. & 

Med. 62, 138～140, 1946.

14) 羽 里,桑 田:日 本 細 菌 学 雑 誌, 1, 66～71, 

1944.

15) 丸 岡:岡 山 医 学 会 雑 誌, 66巻, 12号, 1954 .

16) 軒 原:岡 山 医 学 会 雑 誌, 67巻, 6号, 1955 .

17) Lewthwaite et al.: Med. J. Austral II, 

37～43, 1946.

18) 桑 田:ヴ ィ ー ル ス,第3巻,第3号, 1953 .

19) 北 岡 等:七 島 熱 の 研 究,第2篇, 1953.

20) 桑 田:日 本 細 菌 学 雑 誌,第4巻,第1号, 1949.



2102　 中 山 忠 夫

Department of Microbiology, Okayama University Medical School

(Directer Prof, Dr, Sakae Murakami)

Studies on the Virulence and Immunity of Newly Isolated 

Rickettsia Tsutsugamushi Strains

Ⅰ. Susceptibility of mouse and embryonated egg

By

Tadao Nakayama

The auther carried out the experiments on the susceptibility of the mouse and embryonated 

egg to the strains of R. tsutsugamushi newly isolated in the various areas of Kagawa pre

fecture of japan. where "Umayado disease" and its suspected cases had been prevailing. The 

results are as follows:

1. The mouse shows greater susceptibility to the R. tsutsugamushi strains isolated in 
Kagawa prefecture than to the other reported ones. sometimes, however, it is not always infected 

according to the routs of inoculation'and, among various methods, intraperitoneal and intracra

nial inoculation are better methods becouse these take more stable infectious course, but it 

is necessary to change the methods according to the aim of experiment.

2. The mortality of the mice inoculated with this R. tsutsugamushi begins to rise from 
fifth day of inoculation, reachs the maximum on the twelveth or fourteenth day and then 

falls down. The rickettsiae, however, seems to stay in the bodies for a long time.

3. The susceptibility of the embyonated egg is very specific, namely the fixation and na
turalization to it ability is different according to the sorts of strains.

In the case where many riekettsiae are observable in yolk sack, LD50 is proved to be 
very high.


